
恐怖と欲望指数

出所：CNNマネー
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恐怖と欲望指数のヒストリカルチャート

2出所：CNNマネー



それは実行中のプログラムであり、軌道上を走るだけだ 米国は量的緩和縮小へ

すべての市場の下落は、FRB のバランスシートの縮小または一
時停止と一致しているように見える。

いや、何百万人もの個人投資家の判断によって動かされているは
ずの市場が、毎月同じことを繰り返しているのは市場ではない。そ
れは実行中のプログラムであり、軌道上を走るだけだ。

中央銀行の介入によって資産価格が経済から切り離され、所有
者層に有利になる範囲と期間には限界があるのか、それとも限界
はないのか。もし限界がないのであれば、この列車は永遠に続き、
富の不平等は拡大し続け、自由市場での価格発見や創造的破
壊の概念は、もはや市場や経済とは無関係になってしまう。

限界があるとすれば、コントロールを失ったときには壊滅的な打撃
を受け、より大きな平均への回帰が歴史的な崩壊をもたらすこと
になるだろう。

出所：ゼロヘッジ
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GFC（リーマンショック）前の状況
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出所：マーク・ファーバー博士の月刊マーケットレポート（パンローリング）



今はリーマンショック前よりはるかに酷い・・
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出所：ゼロヘッジ
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出所：Twitter



7出所：Twitter
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ボルカー以降の4人の委員長はいずれも、膨らんだ資産価格、
特に住宅価格が急速にデフレ化することによる潜在的な経済的
ダメージを過小評価している。また、資産価格の上昇が格差の
拡大に与える影響も考慮されていない。資産バブルは非常に危
険だ。

FRB議長として、私なら、1998年から1999年には米国株の
抑制に、2005年から2007年には住宅の抑制に動いただろう。
同様に、今日の私なら、すべての資産価格をできる限り慎重にデ
フレ化させるよう行動するだろう。たとえ痛みを伴うものであっても、
早めの下落は待つよりも小さく、危険性も少ないことを知ってい
るからだ。加速するバスから飛び降りるという例えは、適切な痛み
を伴うもののようだ。

今回のイベントが特に危険なのは、債券、株式、不動産が揃っ
てインフレになっているからだ。コモディティまでもが急上昇してい
る。このようなことは、これまでどこでも起こったことがない。最も
近かったのは1989年の日本で、南海バブルよりもひどい記録的
な土地と不動産、そして当時65倍を記録した株式のPERという、
2つの資産カテゴリーが超インフレになっていた。経済的には悲惨
な結果となり、土地も株もいまだに1989年のピークには戻って
いない。出所：Twitter



9出所：Twitter出所：エリオットウェーブインターナショナル



「すべて」がバブルだ。

・ 不動産
・ FANG-NATM (Facebook, Apple, Netflix, Google,

Nvidia, Amazon, Tesla and Microsoft)
・ EV - テスラは1兆ドル規模の企業となった
・ 企業債務
・ 信用
・ プライベート・エクイティ
・ SPAC
・ 新規公開
・ "ミーム"銘柄、および
・ オプションの投機

出所：Seekingalpha 「Could The Fed Trigger The Next "Financial Crisis"（FRBは次の 「金融
危機」を引き起こすかもしれない）」
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11出所：Twitter 出所：パンローリングカスタムチャート



5銘柄でS&P500のリターンの3割以上を占めている
（米国株は7銘柄の成績）

12出所：ゼロヘッジ



13出所：パンローリングカスタムチャート



14出所：パンローリングカスタムチャート



15出所：Twitter 出所：WOLFSTREET



S＆P500のシーズナルパターン

出所：投資アノマリーカレンダー2022（パンローリング）



1946 年以降、S&P500 中間選挙年のシーズナルパターン

出所：トレーダーズアルマナック（パンローリング）



S＆P500CFD（日足）

18出所：楽天MT4・石原順インディケーター



NYダウCFD（日足）

19出所：楽天MT4・石原順インディケーター



ナスダック100CFD（日足）
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出所：楽天MT4・石原順インディケーター


